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　マダイPagrus majorの好中球には2種類の顆粒が存在す

る。すなわち，全体が難染色性を示す顆粒と，エオシン好

性の芯様構造（顆粒核1); 以後，L0と称す）とその周囲の

難染色性領域（マントル1); 以後，L1と称す）から構成さ

れる顆粒（有芯顆粒1); 以後，成層顆粒と称す）が認められ

る。これらのうち後者では，L1にペルオキシダーゼ（PO）

活性が認められ，diaminobenzidine（DAB）法（陽性像

は茶色）によるPO染色像において顕微鏡の焦点を移動さ

せることで，L0の上方および下方に褐色の斑（spot）が出

現する。前報1)では，この斑の出現にともなう種々の現象

を詳述するとともに，それら現象を説明するために必要な

成層顆粒の構造について考察した。その結果，本顆粒の

L0は2層（顆粒内核と顆粒外核1); 以後，それぞれをL0-0お

よびL0-1と称す）からなると考えられた。また，染色され

たL1を通過した光はL1の色の光であり，これがL0-1を通

過する間に波長が分解され白色光となり，この一部がL0-0

に入ることによって，L0-0から‘強い光 strong light’と‘弱

い光 weak light’が放射され，‘弱い光’に照射されたL1

が可視化されたものが斑であると推察した（推察A）。

　タイノエ症の原因寄生虫であるタイノエCeratothoa 

verrucosaに寄生されたマダイの好中球には，未寄生魚では

認められない構造を示す誘導型顆粒が出現する2)。この顆

粒はMay-Grünwald·Giemsa染色標本では，難染色性のL0

とエオシン好性のL1からなり，顕微鏡の焦点を移動させ

ることで，L0の上方に斑が形成される。上述の推察Aが正

しければ，L1がある色に染色された場合，形成される斑

の色もL1の色に類似したものになるはずである。しかし，

その色はL1の色（橙～赤）とは異なり，むしろ上述した

未寄生魚の成層顆粒をPO染色（DAB法）した時に観察さ

れる斑と同じ色（褐色）であった2)。このことは，推察A

の‘弱い光に照らされたL1が可視化されたものが斑であ

る’が正しくないことを示唆している。本稿では未寄生魚

の成層顆粒をDAB法とは異なる方法でPO染色し，形成さ

れる斑の色を観察して斑の起源について考察した。

　体重約150 gのマダイ（当歳魚）をキナルジンで麻酔し

たのち，ヘパリン処理した注射器を用いて尾部血管から採

血した。血液塗抹標本を作製し，成書3)にしたがってα

-naphtol・brilliantcresyl blue（α-N·BCB）法（陽性像は青

色）およびDAB法によるPO染色を施した。また，各PO染

色のための固定を施したのち，核染色[α-N·BCB法, サフ

ラニンO染色; DAB法, ヘマトキシリン染色（マイヤーの

処方）]のみを行った標本も観察した。その結果，α-N·BCB

法とDAB法の間にPO陽性部位の違いはなく，成層顆粒の

L1は前者では青色を，後者では茶色を呈した（Figs. 1A 
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& 1C）。また，斑の形成も認められ，その色は両者ともに

褐色であった [Figs. 1B & 1D; α-N･BCB法を施した標本に

おける斑は，図（Fig. 1B）では黒く見えるが，標本上で

は褐色である]。なお，核染色のみを施した標本では斑は

観察されなかった。以上の観察結果から，斑は褐色の光（長

波長光）がL1において可視化されたものであり，上述の

推察Aのうち，‘弱い光に照射されたL1が可視化されたも

のが斑である’との記述は誤りであると言える。本研究か

ら，L0-0から放射される‘弱い光’とは，低エネルギーの

長波長光であることが明らかとなった。
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Fig. 1.  Red seabream neutrophils stained with peroxidase (PO)-

stains: A & B, α-naphtol･brilliantcresyl blue method 
(positive site, blue); C & D, diaminobenzidine method 
(positive site, brown). B & D, same cells in A & C with 
different focus (Note formation of spots with similar color 
(dark brown) in B & D). Arrowheads in A & C, stratified 
granules [PO-negative inner layer (L0) and PO-positive 
outer layer (L1)]. Counter stains: A & B, safranine O; C 
& D, hematoxylin (Mayer’s). Bars=1 μm.


